
Ｑ１． Ｑ２． Ｑ３．
（愛顔あふれる愛媛づくりのためには、県民の皆
さんが、日々幸せに暮らせることが大切だと思い
ます。）
　あなたにとって、“幸せな暮らし”とは、ど
のようなものでしょうか？

　その幸せな暮らしのために、こんな愛媛で
あって欲しいと思うことをご自由に記入してく
ださい。

　あなたが希望する愛媛に近づけるために、取
り組まなければならないと思うことを教えてく
ださい。

みなさんから頂いた「みんなでかなえる愛媛の未来！」

御意見
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・経済的に余裕のある生活
・毎日笑って過ごせる事
・差別のない社会
・将来への(不安のない)未来造り

・誰にでも働ける環境
(中卒、定年退職者、障害者)
・不登校児に対する考えを変えて支援する施
設を
増やす。
・父子家庭への支援
・少年少女非行(情報)の提供
松山市条例をもっとわかりやすく本などにし
て、子を持つ親に配布して欲しい。

不登校児に対して（非行傾向のある子供）
学校での対応
学校に行かなくても単位（出席扱い）になる
ようにする。家庭でのプリント学習にする。
教師は、家庭訪問に力を入れる。
家庭（家族）との連携を深め、一人一人の子
の性格をつかみ対応を両親と考えていく。
行政への(協力)進め方を考える。
問題に対しての相談場所などを的確にアドバ
イスして欲しい。
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・食べたい時に食べたい物が食べれる
・毎日笑って過ごせる事
・大切人が側に居る事
・健康でいられる事
・帰る家がある事

・いじめや事件がなくなってほしい
・病気や障害者の方の支援を協力的にしてほ
しい
・ホームレスやニートが減ってほしい
・中卒でも働ける場所を増やしてほしい

・学校や家庭でいじめや事件の現実的な事を
もっと教えていく
・病気や障害者の方の働く場所を増やしたり
募金活動をする
・働ける条件の幅を広げる
(年齢や学歴等)
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誰もが平等、公平な生活がおくれる。
障害者に理解のある社会。

議員削減、議員の給料を下げる。
議員の給料を歩合や時給制にする。
県民が議員の仕事内容を評価し給料を決め
る。
(ポイント制等)
子ども、母子、障害者、生活保護等の手当て
の基準を見直す。(年齢や病気や肉体的な状況
の変化に応じた手当)

障害や病気に対する理解が少ない。
障害や病気等の情報が少ないから無知（差別
に繋がる。）
子どもの時から障害や病気等に対する道徳が
必要。
障害者の役場の駐車料金を無制限に無料。
障害に合った職員をおく。
職員の話し方を上目線で話すのを変える。
自転車置き場の無料化。選挙カーの廃止。
新しい特産物を作る。

　御協力、ありがとうございます。
　いただきました御意見は、平成23年度中に策定する「新しい長期計画」で示す将来ビジョンやその実現に向けた取組みの方向性検討に活用させて
いただきます。


